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（別紙様式＝小学校用）
都道府県番号 ４０
都道府県名 福 岡 県
【 ①□ ②■ ③□ 】

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 浮 羽 町 立 御 幸 小 学 校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ １８
児童数 ８２ ７８ ８１ ９５ ８６ ６５ ５ ４９２ ２８

Ⅱ 研究の概要
（１） 研究主題
自 ら 学 ぶ 力 を 育 て る 学 習 指 導 法 の 研 究
～ 基 礎 ・ 基 本 を 補 充 ・ 発 展 す る 学 習 の シ ス テ ム 化 を 求 め て ～
（２） 研究主題設定の趣旨
自ら学ぶ力（学ぶ意欲、問題解決能力、知識・技能）を身につけるために、一人ひとりの

児童が身につけている学力を見取り、児童に応じて一人ひとりの学力をのばすために、基礎
・基本を身につける学習と基礎・基本を補充・発展する学習のシステム化を図る。

Ⅲ 研究の概要
（１） 研究推進体制の工夫
算数部は、１年から６年のすべての学年の職員で組織し、学級や学年を解体して補充・発展

学習のあり方を研究したり、一斉授業で基礎・基本を身につける学習を研究したりして、多様
な指導体制が組めるよう工夫した。理科部は５，６年は専科と３，４年は指導工夫改善教員と
少人数やＴ・Ｔ授業を中心に個に応じたきめ細やかな学習指導の研究を進めている。
（２） 研究の実際

平行四辺形や三角形等の面積の求め方を評価し、考え方を高める学習

第５学年 算数科学習指導
浮羽町立御幸小学校

１ 単元名 「図形の面積」
２ 本単元指導のポイント
ポイント１ 個に応じて、新たな図形（多角形）を提示し、既習の図形に分割などして面積

を求めたり、ひし形や平行四辺形・三角形の面積を二等分する直線を考え，面積
がどこの長さによって決まるのかを考えたりして、図形に対する考え方を高める
教材開発。

ポイント２ 平行四辺形や三角形等の面積の求め方を，既習の求積可能な図形の面積の求め
方を基に考え説明できるようになるために，個に応じて，ヒントカードや言語的
支援をすると供に，平行四辺形や三角形等の面積の求め方を高めるために，単元
の終末に習熟度別学習を位置づける指導方法の工夫。

３ 目標
( ) 基本的な平面図形の求積に関心をもち，既知の図形に変形，分割しながら進んで求積し1
たり，新しい求積の公式を見出したりして，その求積の仕方や求積公式を生活場面に進ん
で生かそうとする態度を育てる。 「関心・意欲・態度」

( ) 求積する基本図形を既知の図形に変形，分割する考えやいくつかの求積から求積公式を2
見出す表現方法を生かして，図形の求積の仕方を多様につくり出し，その面積の求め方を
筋道立てて説明できるようにする。 「数学的な考え方」

( ) 基本的な図形の面積を求めるために，図形を合成したり分解したりして既知の図形に変3
形することができるようにするとともに，求積するのに必要な部分の長さ（底辺や高さ）
を測って図形を求積できるようにする。 「表現・処理」

( ) 基本的な図形は，既習の図形に帰着して必要な部分の長さを測り，求積公式を用いて計4
算すれば，簡単に，いつでも求積できることをとらえるとともに，底辺と高さの関係が垂
直であることを理解できるようにする。 「知識・理解」

４ 発展的な学習や補充的な学習等へ進むための評価
単元の終末には，三角形や平行四辺形等の面積の求め方を生かして、いろいろな図形の面

積の求め方を説明できるか自己評価させ，習熟に応じて『多角形の求積方法を確実に身に付
ける学習 『ひし形等の面積を二等分する直線を引く学習』のコースを設定した。』
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５ 単元計画（１３時間）

配時 ① ② ③×２ ④ ⑤×２ ⑥ ⑦×４ ⑧（６０分）
６ 発展的な学習、補充的な学習の実際

ひし形や平行四辺形・三角形の面積 多角形の面積を求めるために、今までに習った
目標 を二等分にする問題場面において，辺 図形に分割し、求め方を筋道立てて説明するこ

や高さに着目して，分割の仕方を考え とができる。
ることができる。

発 展 的 な 学 習 補 充 的 な 学 習
１ 教師が問題を提示し、本時学習のめあて １ 複雑な多角形を提
をつかむ。 示し、面積の求め方
【問題】 ※ 教師が問題 を話し合い学習のめ

提示をし話し あてをつかむ。
合いの中で、 ※今までの学習を振
本時学習のめ り返り、補助線を引い
あてをつかま て、既習の図形に分解
せる。 すれば面積が求められそうだと話し合う。

いろいろな多角形の面積の求め方を調
べよう。

２ 図１の面積の求め方をみんなで考え、図に
補助線を引き、既習の図形に分割して、言葉
や式でノートに説明する。

（モデルづくり）
※面積を

２ ひし形の面積を二等分する直線の引き方 求めること
を考え発表する。 ができる図
○ 学習の進め方を確認する。 形に分割す

ひし形の面積を二等分する直線の引き方 るよさに気
を考える（絵図や式などで表現）→発表 づかない場

合には、よ
※ 流れ図から今までの学習の進め方を振 り子どもに
り返らせる。 イメージし

やすいカー
ドを提示する。資料１【考えをノート

に説明している姿】

発展的な学習

１ ２つの図形（さ ２ 複合図形の求積の仕方を考える。 ８ ひし形や平
いと象）の広さ比べ ※ 長方形に等積変形 行四辺形・三角形
を基に学習のめあて ３ 平行四辺形の面積の求め方を既習の図形に帰 の面積を二等分す
と計画を立てる。 着して考える。 る直線の引き方を
【習った問題】 ※長方形に等積変形 考える。
正方形，長方形 ４ 高さと面積の変化に着目してきまりを見つけ ・ 式を立てて

る。 考える。

補充的な学習
５ 三角形の面積の求め方を考える。 ８ 多角形の面積

。※平行四辺形に倍積変形など の求め方を考える
【新しい問題】 ・三角形の面積 底辺×高さ÷２ ・ 面積を求める=
平行四辺形,三角形 ６ 底辺と高さが同じであれば，三角形の面積は ことができる図形
等 等しくなることを調べる。 に分割することが

できないかどうか
平行四辺形や三角 ７ 台形，ひし方，多角形の面積の求め方を考え に着目できるよう
形等の面積の求め る。 にする。
方を考え，説明で
きるようになろ
う。

※ 高さが２倍，
３倍になると面
積も２倍，３倍
になる。

 ひし形 

面積を二等分する直線をたくさん引
こう。
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資料２【考えを説明した子どものノート】

３ 前問題を通して身につけた見方・考え方を
資料１【考えを説明した子どものノート】 新しい多角形の面積の求め方に生かす。
３ 話し合いを通して身に付けた見方・考え ※３つの問題からやってみたい問題を選択
方で、平行四辺形や三角形（選択 問題） して、自分なりに面積を求める。

。の面積を二等分する直線の引き方を考える
※ 早く終わった場合は、他の図形に挑戦
するように助言する。また、三角形の面積
を決定する長さをおさえながら確認する。

①の問題に挑戦した子どものノート】資料３【
資料２【三角形の問題に挑戦した子どもの

ノート】 ※自信をつけさせるために隣の人に説明す
※２つの問題からそれぞれの代表の子が発 る。また、３つの問題からそれぞれの代表の
表し、紹介し合う。 子が発表し、紹介し合う。

４ 本時学習活動をふり返る。
○ ひし形や平行四辺形などの面積を二等 ４ 本時学習を振り返る。
分するためには、辺や高さに着目して考 ○ 対角線を引いて図形を分けて考えれば
えればいい。 面積の求め方を説明することができる。

（３）研究の成果と課題
研究の成果

○ 算数では、補充的・発展的な教材を関与性（子供にとって関わりが深い、身の回りにあ
る事象 、本質性（数学的な見方の広がりがある事象 、活動性（繰り返 し処理できる）） ）
から開発したことにより、自ら学ぶ力が身に付いた。
○ 理科では、子供の興味・関心を重視した教材開発を行ったり、物作りを評価してコース
選択を行ったりしたことにより、自ら課題を持ち、課題解決をはかることができるように
なった。
○ 個に応じた指導をするために少人数指導やＴ．Ｔなどの多様な指導体制の工夫ができる
ようになった。
研究の課題

● 算数は問題場面への関心を高める教材や具体物や半具体物を使う機会を多く取り入れた
教材開発を行うことはできたが、基礎・基本を十分に補充したり発展させるための教材開
発がさらに必要である。
● 理科では、科学的な見方や考え方を深めるためには，個に応じた事象提示の工夫が必要
である。そのためには，自己評価を生かし教材の開発とコース選択の充実を行っていくこ
とが大切である。
● 子ども達の理解や習熟・伸びについて適切に評価・支援するために、単元ごとの評価補
助簿のさらなる工夫と活用の仕方を考えていく。

（４）研究成果の普及の方策
① フロンティアスクール実践交流会
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日 時 １０月２８日
場 所 本校
対 象 北筑後管内（浮羽郡小学校教育研究会発表会を兼ねる）
会の目的 管内の職員に本校のフロンティアスクールの取組を実践発表し他の学校へ普

及する。
② ホームページ作成 ３月完成予定

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 ■ １５年度からの新規校 □ １４年度からの継続校
【学校規模】 □ ６学級以下 □ ７～１２学級

■ １３～１８学級 □ １９～２４学級
□ ２５学級

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■ Ｔ．Ｔによる指導
□ 一部教科担任制 □ その他

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 ■ 算数 ■ 理科
□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭
□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■ 有 □ 無

【特色ある取組事例として紹介したいポイント】
浮羽町立御幸小学校は、補充教材・発展教材の開発に対して、次の視点から取り組みを進め

ている。
＜補充教材の開発の視点＞
○既習の考えや知識を活用し、確かに身に付ける類似な事象や場面
○具体的な活動や体験を通して、知識や考えのよさを再認識できる事象や場面
○知的な意欲を高める魅力的な事象や場面
＜発展教材の開発の視点＞
○知識・技能・考え等を選択し広げることができる事象や場面
○知識・技能、考え方等を深める事象や場面
・逆思考を促す事象や場面
・系統を考慮した事象や場面
○新たな知識や数学的な考え方を見いだして解決する事象や場面
・系統を考慮した事象や場面
本事例の補充的な学習では、新たな事象として多角形を提示し、既習の図形に分割して面積

を求める学習活動で構成し、発展的な学習では、ひし形や平行四辺形等の図形の面積を求める
ためには、辺や高さに着目し二等分するという、図形に対する考えを高める学習活動構成して
いる。
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